
分科会 A 
 
【テーマ】「学術論文のオープンアクセス化の動向 ～医学図書館の対応を考える～ 」 
【要 旨】 

「世界で年間に出版される 200 万本の学術論文に支払われている購読料をオープンアク

セス（OA）出版するための費用(APC)に転換すれば、全論文を OA で出版できる！」 
マックスプランク研究所電子図書館(ドイツ)の試算により、「ジャーナル購読料の支払

い」から「OA 出版料の支払い」への転換を目指す世界的なイニシアチブである“OA2020”
が、2016 年 3 月に立ち上がった。 

“OA2020” の動きには日々進展が見られ、購読料と APC をセットにした出版社との契

約交渉の事例が公開されている。また、公的助成を受けた研究成果の即時 OA 化を目指す

イニシアチブである cOAlition S が掲げた 10 原則 “Plan S” の実現可能性に対する意見

も連日交わされている。 
日本国内では、大学図書館コンソーシアム連合 (JUSTICE) が、2016年 8月、“OA2020”

の関心表明に署名し、購読モデルから OA 出版モデルの契約への転換に向けた活動とし

て、国内の研究機関に所属する研究者の公表論文数、OA 論文の比率、APC 支払額の調査

に着手した。 
本分科会では、出版社、図書館員、研究者の立場から OA 化の動向に関して報告を受け

た後、医学図書館の OA 化への対応についてディスカッションをすることを予定してい

る。 
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